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８月１日、茅野市市制60周年記念式典が茅野市民館にて盛
大に開催されました。式典とともに小平奈緒選手への特別市
民栄誉賞贈呈式と記念講演会が行われました。
式典では柳平市長が「パートナーシップのまちづくりの理念
の下、あらゆる主体が互いに連携し協働するまちづくりを目
指していく」と街の将来について述べました。
市民栄誉賞授与式とともに国際スケートセンターの愛称も発
表。「NAO ice OVAL」に決まりました。小平選手は自らの名前
が入った愛称に「こんなに自分の名前に誇りを持てる日はあ
りません」と涙を流しながら喜びました。

７月８日、自然写真家の西村豊さんによる講演会「霧ケ峰賛

歌」が行われました。大勢の方が参加し、霧ケ峰の不思議な

様子を撮った写真に皆さん興味津々でした。

７月15日には実際に霧ケ峰を歩く「霧ケ峰の自然」が行わ

れ、西村さんの解説を聞きながら、霧ケ峰の自然と触れ合い

ました。野生の鹿に遭遇したり、不思議な形をした石を見つ

けたりと普通に歩いているだけでは分らないことを解説して

もらい、霧ケ峰の自然を堪能していました。

更なる発展を祈念　60周年を華やかに祝う
茅野市市制施行60周年記念式典

美しくて不思議な霧ケ峰を知る
講演会　霧ケ峰賛歌　
地域を歩く　霧ケ峰の自然

茅野市と姉妹都市の岡山県総社市では６
日夜に記録的な大雨による大雨特別警報
が発表され、市内全域に緊急の避難指示
が出され、市内各所で家屋の浸水や犠牲
者が出ました。
７月９日、災害時の相互応援協定に基づ
き、甚大な被害を受けた総社市に救援物
資を届けるために市の職員を２名派遣し
ました。ブルーシート200枚以上と飲料
水、安全靴を届けるとともに、継続的な
支援に向けて被災地のニーズを調査し、
帰庁後に状況報告が行われました。

姉妹都市へ救援物資
岡山県総社市災害派遣職員　出発式

６月27日、「茅野市医療・介護連携支援

窓口」の開所式が諏訪中央病院で行われ

ました。諏訪中央病院患者サポートセン

ターに設置され、在宅生活を支援する医

師や介護サービス事業所からの相談を受

け、連携調整を行います。在宅療養や訪

問診察などに関する一般の人の医療相談

にも応じます。

在宅医療と介護の連携強化
「茅野市医療・介護連携支援窓口」開所式
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６月30日に青少年自然の森で市民ボランティアの皆さんによるオオハン

ゴンソウの駆除作業が行われました。オオハンゴンソウは強靭な繁殖力

により他の植物を駆逐してしまう侵略的な植物で特定外来生物に指定さ

れています。地域の豊かな生態系を守るために特定外来生物の駆除にご

協力ください。

地域の在来植物を守ろう！
オオハンゴンソウ駆除作業

７月７日、健康づくりや介護予防を考える講演会が、市役所大ホールで

行われました。「健康寿命と生涯現役のすすめ」と題し、首都大学東京の

名誉教授、星旦二さんを講師にお呼びしました。

長野県の寿命が長い理由やどういった人が長生きかということを、星先

生らしい言葉で話していただき、会場は大変盛り上がりました。

休憩時間には健康運動指導士の指導で簡単な体操も行われました。

元気で長生きする秘訣とは
健康づくりや介護予防を考える講演会

７月15日、諏訪大社上社前宮と本宮の周辺の史跡などを紹介した「遊歩道
でつなぐ前宮・本宮散策マップ」の完成発表会が前宮本殿前で行われまし
た。公民館関係者や一般市民ら60人以上が参加し、マップをたどっての
散策も行われました。
諏訪市と茅野市の公民館や有識者が連携して制作が進められてきました。
散策マップはA２サイズで両面カラー、史跡や施設、遊歩道の情報だけで
なく駐車場や飲食店などの情報も掲載されています。
マップは茅野市中央公民館などで配布しています。

遊歩道で繋がる
「遊歩道でつなぐ前宮・本宮散策マップ」完成発表

７月１日、八ヶ岳総合博物館開館30周年記念アンコールイベントとし

て、こて絵づくり講座が行われました。「こて絵」とは、漆喰を、こてで

盛り上げ、蔵などに書いたものです。左官職人の下平武さん、悟さん親

子の指導により、19㎝四方のこて絵を作りました。皆さん集中して作業

を進め、昼時間も作業を続けていたいという声もあったほど夢中になっ

ていました。

伝統の文化を体験
こて絵講座

７月８日、オオムラサキ放蝶会が小泉山のオオムラサキ保護施設で行わ
れました。子どもから大人まで多くの方が参加し、オオムラサキが飛び
交う山になるよう約40匹を放ちました。
７月15日には、夏の植物観察会・オオムラサキ観察会が小泉山にて行わ
れました。中沢口をスタートして上古田口のオオムラサキ保護施設まで
を植物を観察しながら歩きました。参加した子どもたちは様々な植物や
生き物にとても興味を持って、観察会を楽しんでいました。

小泉山の蝶や自然とふれあおう！
小泉山　オオムラサキ放蝶会
　　　　夏の植物観察会・オオムラサキ観察会
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